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Japan Institute for Health Security 

国立健康危機管理研究機構 

国立健康危機管理研究機構 理事（DX・情報発信推進担当）の任命について 

 国立健康危機管理研究機構 理事（DX・情報発信推進担当）について、国立健康危機管理

研究機構法第１１条第２項の規定に基づき厚生労働大臣の認可を受け、本日付で理事長が下

記の者を任命いたしました。 

なお、選考に当たっては、「独立行政法人等の役員人事に関する当面の対応方針について」

（平成２１年９月２９日閣議決定）に基づき、公正で透明な人事を確保する観点から公募を

実施の上、外部有識者からなる選考委員会を開催して選考しております。詳細は、別添、選

考理由をご確認ください。 

記 

理事（DX・情報発信推進担当） 三 宅 邦 明 

【参考：略歴】 
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（55 歳） 

（学歴） 

平成 ７年 ３月 慶應義塾大学医学部卒 

 平成 ７年 ５月 医師免許取得 

（主な職歴） 

平成２２年 ４月 石川県健康福祉部次長 

平成２４年 ４月 石川県健康福祉部長 

平成２５年 ４月 内閣官房新型インフルエンザ等対策室企画官 

平成２７年 ７月 厚生労働省医政局経済課医療機器政策室長 

平成２９年 ７月 厚生労働省健康局結核感染症課長 

平成３１年 ４月 （株）ディー・エヌ・エーCMO 

令和 ２年 医療法人明正会理事長 

令和 ２年 ８月 厚生労働省新型コロナウイルスに関連した感染症対策に関する 

厚生労働省対策推進本部事務局参与 

令和 ３年 （株）ALLM 取締役・CMO 



国立健康危機管理研究機構理事（ＤＸ・情報発信推進担当） 

選任理由 

 

 本法人の使命は、感染症をはじめとする健康危機に対して安心で

きる社会を実現するための「感染症総合サイエンスセンター」として

最先端の医療と公衆衛生対策を提供することにある。 

 本ポストには、そのミッションとして、感染症にかかる情報の入手

から整理・評価、対外的提供までの一連の業務が、効率的に、また関

係機関との円滑な連携の下で実施されるようＤＸ・情報発信を推進

する責任者として、業務を総括することが求められる。 

 本件公募に対し、１９人の応募があり、選考委員会による一次選考

（書類審査）で３人に絞られた。その後、選考委員会が二次選考（面

接審査）を行い、審議の結果、いずれの候補者も理事としての適性を

有していると認められたため、３人の所見を付して任命権者である

理事長に提示し、これに基づき、理事長が三宅氏を選任したところで

ある。 

 任命理由は、国の感染症対策分野における政策・立案を行う主要ポ

ストや IT 企業の医療・健康部門でＣＭＯ・取締役を歴任することに

より、組織内でのリスク管理の実績やリーダーシップ、業務プロセス

改革及びシステム基盤の整備・運用の経験を有し、職務内容書で必要

とされる能力及び経験が十分にあること、また、本法人が求められる

健康危機管理の役割をよく理解し、これまで培った経験等を生かし、

高い使命感を持って職務に取り組む姿勢を持つことなどが、選考委

員会による書類選考及び面接を通じて高く評価されたことによるも

のである。 

特に、同人は他の候補者にはない行政と民間双方における豊富な

経験を有しており、そのマネジメント能力を生かし、本法人のＤＸ・

情報発信の推進に関する企画力・実行力を発揮したいという明確な

目的意識と熱意を示していることから、理事長もそうした能力と情

熱に大いに期待しているところである。 


